
平成３１年度 事業計画書 

公益財団法人一橋大学後援会 

 

 

公益財団法人一橋大学後援会は、平成 31年度において、その目的を達成する

ため、定款第４条各号の規定に基き次の事業を実施する。 

 

事業計画総額  ９８，３４７千円 

 

Ⅰ 一般事業  ３２，５２３千円 

１．教育・学術研究活動に対する支援          １８，８４２千円 

（１）教員等海外派遣事業                ２，５００千円 

   次の指針に基づき選考された若手教員等の海外における研究活動（調査、 

  研究及び資料収集等）に対して旅費等を支援。 

    ・全学的に公募すること 

    ・満 45歳未満であること 

    ・派遣期間は６か月以上であること 

    ・一人に対して 2,500千円を上限とすること 

     ・派遣者の義務として、後援会及び如水会が主催するセミナー等の講

師を担当すること 

 

（２）大学運営等支援事業                １，０００千円 

   大学及び各部局等における運営を円滑に推進するための経費支援。 

   大学に関連する組織及び地域社会との交流活動等において大学運営に必 

要な経費を支援。 

 

（３）学生教育等支援事業               １２，５４５千円 

  ①学生相談支援                  １０，１４５千円 

    学生支援センターの学生相談室に配置するフルタイムのカウンセラー 

   と、来室学生の受容と相談内容の確認、他部署との連携、相談員への適 

   切な振り分け及び緊急性の判断などの対応が行える専門性（臨床心理士 

   等の資格）を有した受付インテーカーの雇用経費を支援。 

  ②就職支援                     ２，４００千円 

    学生支援センターのキャリア支援室が実施する学生の就職活動の支援 

のための講演会及び就職セミナー等の取り組みに必要な経費を支援。 

 

（４）アカデミア支援事業                ２，７９７千円 

   地方都市における大学の研究成果を公開する一般市民へも開放した講演 

  会及びシンポジウム開催への支援。 

   今年度も、関西アカデミア及び中部アカデミアの開催経費を支援。 



 

２．教育・研究の国際交流に対する支援         １３，６８１千円 

（１）外国人研究者招聘支援事業             ２，２７４千円 

  ①外国人研究者等招聘                １，０００千円 

    本学における学術研究の発展と国際交流を促進し、本学の国際競争力 

を向上させるため、優れた外国人研究者等の招聘事業を実施するための 

必要な経費を支援。 

  ②国際交流セミナー                 １，２７４千円 

    若手研究者や学生の研究教育の意識向上及び世界に羽ばたく人材の育 

成を目的として、海外から著名な研究者を招き、本学での講演を「一橋 

大学国際交流セミナー」と題して、研究科及び研究所が実施する国際交 

流セミナーの開催（年間 50件程度）の実施に必要な経費を支援。 

 

（２）国際化支援事業                   ２，５０７千円 

   大学の国際化の推進に向けて、海外の大学等との国際交流イベント実施、 

海外留学フェア等における通訳謝金、新規渡日留学生の送迎及び各種サポ 

ート、学生国際交流に伴う海外渡航費支援、謝金・レセプション等に必要 

な経費を支援。 

 

（３）受入交換留学生（インバウンド）奨学金事業     ８，９００千円 

   諸外国の大学と本学との協定校を中心に、優秀な学生が本学へ留学する 

  インセンティブとなるよう外国人留学生向けに奨学金を支給するための経 

  費を支援する（年間、約 19人の留学生が対象）。 

 

 

Ⅱ 指定事業  ５８，６９０千円 

○寄附者の寄附目的に沿った事業 

１．指定事業費（Ａ）武山基金              ２，０６０千円 

研究者の研究成果出版を支援する目的で寄附された基金。 

  主に若手研究者を対象とし、今年度は２件分の出版を支援。 

 

２．指定事業費（Ｂ）学問風土育成基金          ２，８００千円 

講義実施を支援する目的で寄附された基金。 

  今年度においては、次の講義実施に係る人件費などの必要経費を支援。 

   １．如水会が開講している「寄附講義」 

    １）社会実践論（学部教育） 

    ２）キャリアゼミ（学部教育） 

   ２．公認会計士如水会の協力を得て商学部が開講している講義 

     Interactive Course on Business Basics(Accounting)(学部教育） 



 

３．指定事業費（Ｃ）課外教育振興基金         ５０，０００千円 

課外教育を支援する目的で寄附された基金。 

  体育及び文化に係る各クラブ等の積極的な活動に係る必要経費、活動拠点 

 の設備・物品の整備・充実及び活動報告書作成費等を支援。 

    平成 31年度は、ホッケー場人工芝化に伴う工事費用を支援する。 

 

４．指定事業費（Ｅ）植樹会基金               ５００千円 

大学のキャンパス（緑地）整備を支援する目的で寄附された基金。 

大学のキャンパス緑地計画に基づき、植樹会が実施する事業を支援。 

 

５．指定事業費（Ｆ）障害学生支援基金              ０千円 

  障害を持つ学生を支援する目的で寄附された基金。    

  障害を持つ学生の就学及び生活上の各種支援及び障害を持つ学生を支援す 

 る教職員及び学生等への各種支援。 

  平成 31年度の事業は見送ることとする。 

 

６．指定事業費（Ｇ）大学史編纂基金             １５０千円 

  大学史編纂を支援する目的で寄附された基金。    

  学園史資料室の整備、資料の整備、目録作成及び一般公開に対する支援。 

 

７．指定事業費（Ｈ）HEPSA交換留学生基金             ０千円 

  学部学生の海外派遣留学を支援する目的で寄附された基金。    

  交換留学生の旅費等の支援を行うが、派遣に必要な基金が確保されていな 

 いことから、平成 31年度の事業は見送ることとする。 

 

８．指定事業費（Ｉ）傘寿記念基金             ２，７８０千円 

  如水会員の傘寿を記念として、学生生活の向上を支援する目的で寄附され 

 た基金。 

  平成 31年度は、主として、図書館に設置した「傘寿記念基金文庫」の充実 

 を図る。 

 

９．指定事業費（Ｊ）育児支援基金               ４００千円 

  男女共同参画事業の一環として、教職員・学生を対象とした育児を支援す 

 る目的で寄附された基金。 



  平成 31年度は、対象となる教職員及び学生のベビーシッターの派遣等の事 

業に必要な経費を支援する。 

 

10．指定事業費（Ｋ）災害奨学基金                 ０千円 

  災害等により経済的な被害を受けた学生及び院生を支援する目的で寄附さ 

 れた基金。 

  平成 31年度の事業は見送ることとする。 

 

 

Ⅲ 管理費   ７，１３４千円 

１．管理費                       ７，１３４千円 

  当後援会の管理、運営及び広報活動等に必要な経費を計上する。 

  平成 31年度においては、寄附金の増収を図るべく、主として、次の事業を 

 実施する。 

   １）大学への各種支援事業の内容とともに、当後援会の寄附金が税額控 

    除の対象であることを引き続き広報活動を展開する。 

   ２）各事業に係る広報について、ホームページを利用して積極的に広報 

    する。 

   ３）アニュアルギフトによる利用者拡大を図る。 

   ４）指定事業の各関係者（課外教育振興基金においては OB会も含め）と 

    の連携強化を図る。 

 

以 上 


